
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、

希
望
の
部
を
記
入
し
、
６
月
24

日
（
金
）
消
印
有
効
で
商
工
会

議
所
内
「
自
衛
艦
体
験
航
海
」

係
（
〒
６
２
５
―
０
０
３
６
市

内
字
浜
66
）へ
。
問
同
会
議
所（
☎

62
・
４
６
０
０
）

　

７
月
31
日
、
19
時
30
分
か
ら

東
地
区
海
岸
で
花
火
大
会
を
開

催
。

《
周
年
記
念
花
火
》
企
業
の
歴

史
や
歩
み
を
祝
い
た
い
、
Ｐ
Ｒ

し
た
い
事
業
所
を
募
集
。
１
件

10
万
円
か
ら
。
７
月
５
日
（
火
）

ま
で
受
け
付
け
。

　

７
月
30
日
、
18
時
か
ら
西
地

区
商
店
街
（
マ
ナ
イ
・
中
央
・

平
野
屋
）。
申
し
込
み
は
、
７
月

１
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
（info@

m
aizuru-kanko.net

）
で
観

光
協
会
事
務
局
（
観
光
商
業
課

内
、
☎
66
・
１
０
２
４
、
ＦＡＸ
62
・

９
８
９
１
）
へ
。

　

７
月
31
日
、
９
時
～
13
時
、

前
島
み
な
と
公
園
。
対
象
は
20

歳
以
上
の
個
人
か
グ
ル
ー
プ
。

販
売
業
者
の
出
店
、
自
動
車
で

の
出
店
、
飲
食
物
の
販
売
は
不

可
。
先
着
40
店
。
出
店
無
料
。

雨
天
中
止
。
申
し
込
み
は
、
６

舞鶴市役所への郵便物は、市役所専用の郵便番号（〒625-8555）と担当課名で届きます。 再生紙を使用しています

《
ベ
ル
マ
ー
ク

に
よ
る
支
援
に

ご
協
力
を
》

《
被
災
者
の
所
得
税
が
軽
減
・
免

除
さ
れ
ま
す
》

　

平
成
23
年
４
月
27
日
、
被
災

者
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨

《
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
協

力
》

　

環
境
省
よ
り
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
り
、

市
で
は
次
の
条
件
に
限
り
、
受

け
入
れ
に
協
力
す
る
こ
と
を
報

告
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
具
体

的
な
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

市
民
生
活
に
影
響
の
な
い
範
囲

で
協
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
受
入
施
設　

リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ

▪
受
入
可
能
な
廃
棄
物　

家
具

類
お
よ
び
家
電
製
品
類
（
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
外
）

▪
受
入
条
件　

❖
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
❖
塩
分
・

土
砂
を
含
ん
で
い
な
い

▪
年
間
処
理
可
能
量　

１
２
０

㌧
／
年
（
10
㌧
／
月
）

　

詳
し
く
は
、生
活
環
境
課
（
☎

66
・
１
０
０
５
）
へ
。

　

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
舞
鶴

工
場
で
は
、
日
用
品
な
ど
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
マ
ー
ク
を

被
災
地
の
学
校
で
の
設
備
購
入

な
ど
の
援
助
資
金
と
し
て
活
用

す
る
災
害
支
援
を
実
施
中
。
回

収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
市
役
所
１

階
ロ
ビ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分

室
、
中
央
・
東
・
西
・
南
公
民

館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・

西
図
書
館
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
受
付
期
間
は
12
月
末
ま

で
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
同
工
場
（
☎
75
・

６
８
６
８
）

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
所
得
税
の
還

付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得

税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車

と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重

量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例
も
あ

り
ま
す
。
申
請
は
舞
鶴
税
務
署

で
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）
か
舞
鶴
税
務
署
（
☎

75
・
０
８
０
１
）
へ
。

月
20
日
（
月
）
か
ら
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
出
店

す
る
品
物
の
種
類
を
、
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
は

が
き
で
生
活
環
境
課
（
☎
66
・

１
０
０
５
、
ＦＡＸ
66
・
１
０
１
５
）

へ
。

　

７
月
31
日
、
午
前
（
９
時
30

分
～
11
時
）
と
午
後
（
14
時
～

15
時
30
分
）
の
部
。
北
吸
自
衛

隊
桟
橋
出
港
。
対
象
は
小
学
生

以
上
。
定
員
各
１
０
０
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）。
無
料
。
天
候

　

６
月
９
日
、
今
春
新
し
く
開

校
し
た
岡
田
小
の
全
校
児
童
が
、

地
産
地
消
の
授
業
の
一
環
と
し

て
茶
摘
み
を
体
験
。
志
高
地
区

の
茶
畑
で
約
40
㌔
の
茶
葉
を
摘

み
取
り
ま
し
た
。
摘
み
取
ら
れ

た
茶
葉
は
製
茶
し
た
後
、
同
校

の
給
食
で
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、

地
元
の
人
に
も
配
ら
れ
ま
す
。

▲ベル
マーク

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
支
援

見
送
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

災
害
支
援
の

総
合
窓
口

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

支
援
や
相
談
な
ど
に
応
じ

る
総
合
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

▪
電
話
（
☎
66
・
１
０
３
９
）

▪
開
設
時
間　

８
時
30
分

～
17
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

　

７
月
30
日
（
土
）
と
31
日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
み
な
と
舞
鶴
ち

ゃ
っ
た
ま
つ
り
」
の
参
加
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

京
都
舞
鶴
港
を
発
着
点
と
し

て
佐
渡
島
を
巡
る
豪
華
客
船
「
ぱ

し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
の
出

港
セ
レ
モ
ニ
ー
の
見
送
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

白
糸
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
や
多
く
の
皆
さ
ん
で
青
い
ハ

ン
カ
チ
を
振
っ
て
出
港
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
不

要
。

▪
日
時　

７
月
２
日
（
土
）、
16

時
15
分
集
合
（
17
時
出
港
予
定
）

▪
場
所　

前
島
ふ
頭
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル

▪
そ
の
他　

ク
ル
ー
ズ
へ
の
参

加
者
も
募
集
中
。
府
民
に
は
特

典
あ
り
。

豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」

７
月
30
日
・
31
日
に
開
催

《
メ
モ
リ
ア
ル
ま
い
花
火
》
子
ど

も
の
誕
生
や
入
学
、
就
職
、
結

婚
な
ど
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
祝
い
た
い
人
を
募
集
。

１
件
１
０
，
０
０
０
円
。
５
件

以
上
で
実
施
。
７
月
11
日
（
月
）

ま
で
受
け
付
け
。

　

い
ず
れ
も
打
ち
上
げ
時
に
希

望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ナ
ウ
ン

ス
。
申
し
込
み
は
、
所
定
の
用

紙
（
観
光
商
業
課
、
市
民
課
、

西
支
所
、
商
工
会
議
所
な
ど
に

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

備
え
付
け
）で
。
問
同
会
議
所（
☎

62
・
４
６
０
０
）

《
ま
い
花
火
募
金
》
皆
さ
ん
か
ら

の
募
金
で
“
み
ん
な
の
花
火
「
ま

い
花
火
」”
を
打
ち
上
げ
。
１
口

１
，
０
０
０
円
か
ら
。
７
月
31

日
ま
で
受
け
付
け
。
問
同
会
議

所
（
☎
62
・
４
６
０
０
）

　

詳
し
く
は
、
観
光
協
会
事

務
局
（
観
光
商
業
課
内
、
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。

▲ぱしふぃっくびいなす

　友好都市・大連市（中国）
から、文化・経済交流などの
橋渡し役となる国際交流員に
６月１日付けで、石

せき

鑫
しん

さん
（40 歳）が着任しました。
　国際交流員の配置は、平成
17 年度から実施しているも
ので、今回で６人目。任期は
平成 24 年４月 13 日までの約 10 か月間で、主に市民の国際
交流活動の支援や大連市と舞鶴市の情報発信などに努めます。
　多々見市長から辞令を受けた石さんは「国際交流員としてさ
まざまな分野で交流の輪を広げ、舞鶴市と大連市の友好関係に
貢献できるよう一生懸命頑張ります」と抱負を語りました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《観光商業課》

▲市長に今後の抱負を語る石さん

国際交流員に石さんが着任

岡田小
茶摘み体験

一つひとつ丁寧に摘み取る児童一つひとつ丁寧に摘み取る児童

リ
サ
イ
ク
ル
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

民
踊
な
が
し
と

手
作
り
み
こ
し

自
衛
艦
体
験
航
海

※バーコード
リーダー機能
がある携帯電
話は下の QR
コードから。

花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う

みなと舞鶴ちゃったまつり

みんなで盛り上げよう

め
っ        

採
れ
た
よ
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